
　
第
１
回
定
例
会
最
終
日
の
３
月
22
日
の
本
会
議
で
、
平
成
29

年
度
宇
都
宮
市
一
般
会
計
予
算
案
の
採
決
に
あ
た
り
、
小
林
紀

夫
幹
事
長
が
、
自
由
民
主
党
議
員
会
を
代
表
し
て
賛
成
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

◆
「
未
来
都
市
（
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
）
」
へ
積
極
対
応
◆

　
自
由
民
主
党
議
員
会
は
「
未
来
都
市
（
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
）

を
目
指
し
て
」
を
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
、
79
項
目
の
予
算
に
対

す
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
要
望
を
反
映
し
、
「
人
づ
く
り
」
、

「
子
育
て
・
健
康
づ
く
り
」
、
「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
、
「
拠

点
形
成
の
促
進
」
、
「
総
合
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」

な
ど
、
未
来
を
見
据
え
た
重
要
な
課
題
に
積
極
的
に
対
応
し
た

予
算
で
あ
る
と
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◆
中
長
期
を
見
据
え
た
行
財
政
政
策
◆

　
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
の
規
模
は
、
前
当
初
費

１
・
９
％
、
38
億
円
の
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
２
、
０
１
５
億

円
で
、
２
年
連
続
の
２
、
０
０
０
億
円
台
を
確
保
。
国
庫
支
出

金
や
自
主
財
源
の
積
極
的
な
確
保
等
に
よ
り
、
市
債
残
高
を
10

億
円
減
額
す
る
な
ど
、
財
政
の
安
定
化
や
健
全
化
の
観
点
か
ら

も
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◆
人
口
減
少
・
少
子
化
・
超
高
齢
化
へ
の
対
応
◆

　
子
育
て
・
健
康
づ
く
り
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
、
生
活
困
窮
世
帯

へ
の
支
援
、
東
京
圏
か
ら
の
移
住
・
定
住
の
促
進
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の

整
備
、
バ
ス
路
線
の
再
編
や
交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
を
支
援
、

都
市
機
能
誘
導
の
助
成
、
地
域
経
済
の
回
復
な
ど
に
も
配
慮
し

た
積
極
的
な
予
算
で
あ
り
、
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　３月22日に開かれた第

１回定例会最終日の本会

議で、わが会派の五月女

伸夫議員が第82代副議長

に選出されました。



　平成29年度宇都宮市一般会計予算に、Ｌ

ＲＴ整備費として76億1,210万1千円が計上

されました。財源は、一般財源が4億8,536

万6千円、国支出金が36億2,133万5千円、

地方債が30億864万円、公共施設等整備基

金からの繰入金が4億1,900万円となってい

ます。

　この予算に基づき、平成29年度には、Ｊ

Ｒ宇都宮駅東側の工事施工認可の申請・取

得、都市計画事業認可の申請・取得、鬼怒

川橋りょう工事、軌道・道路工事、用地取

得、また、駅西側における導入課題検討調

査の実施など、ＬＲＴ運行に向けた動きが

本格化します。

　宇都宮市議会には、これまでに17団体か

ら「宇都宮市・芳賀町ＬＲＴ整備の推進

に関する要望」が提出されました。

　自由民主党議員会では、要望を受

け、「芳賀・宇都宮ＬＲＴ整備の推

進に関する決議（案）」を提出。第

１回定例会最終日の３月22日の本会

議で、自由民主党議員会などの賛成

で可決されました。

　自由民主党議員会では、ＬＲＴに

期待する市民の皆様の声に耳を傾け

ながら、事業を順調に推進し、市民

の皆様が「車に頼らなくても生活で

きる交通未来都市」を目指してまい

ります。

　

　-株式会社栃木サッカークラブ、清原地域振興協議会、清原地区自治会連合会、清原地区自治公民
館連絡協議会、市民団体雷都レールとちぎ、栃木県ＬＲＴ研究会、特定非営利活動法人宇都宮中
心商店街活性化委員会、宇都宮中心商店街みやヒルズ活性化委員会、芳賀町商工会、サイクルス
ポーツマネージメント株式会社、宇都宮ホテル旅館協同組合、栃木県障害福祉振興連盟、公益社
団法人宇都宮青年会議所、駅東まちづくり21、公益社団法人栃木県宅地建物取引業協会県央支部、
公益社団法人栃木県宅地建物取引業協会、宇都宮市建設産業団体連絡協議会　（提出日順）

◆東京圏からの移住・定住の促進

�新�移住・定住関連情報を集約したアプリの開発

�新�移転企業の新規雇用に対する助成　など

◆大谷地域の振興

�新�大各地区とろまんちっく村を結ぶ周遊バスの運行　など

◆魅力ある観光と交流の促進

�新�宇都宮シクロクロスシリーズ国際レースの開催

�新�沖縄県における観光ＰＲイベントの実施　など

◆中心市街地の活性化

�新�釜川周辺地区のアプローチ灯の整備　など

◆地域の安全対策の推進

�新�老朽危倹空き家の除却に対する助成　など

◆地域産業の振興

�新�本市産業基盤強化に向けた産業・企業の動向把握などの調査を実施

◆雇用の創出と安定

�新�県内高等学校等の進路指導担当者と市内企業との人材情報交換会を実施

◆中小企業の経営支援

�新�起業希望者交流会・個別相談会の開催　など

◆農業の持続力と競争力の向上

�新�農業体験希望者を受け入れる農家への助成　など

◆都市拠点の形成

�新�立地適正化計画を踏まえた，都市機能誘導区域における誘導施設立地への助成

�新�第３次都市計画マスタープランの策定

�新�中心市街地における低・未利用地の有効活用の促進

◆道路ネットワークの構築

�新�ＪＲ宇都宮駅東側のバス路線再編計画に係る調査の実施

�新�公共交通利用の啓発用動画の作成

�新�バスと鉄道や地域内交通の乗り縦ぎポイントにおけるバス接近表示機設置への助成

◆自転車のまち宇都宮の推進

�新�自転車を活用した拠点整備基本計画の策定

�新�自転車通勤促進策の検討

�新�中心市街地における駐輪環境向上策の検討　など

◆都市経営・自治

�新�市民の地域貢献活動に対し，ポイントを付与・交換する事業の実施に向けた検討

�新�男女共同参画意識を醸成するため，市民からの公募企画による講座を開催

◆子育て・教育

�新�小学１・２年生に加え，小学３年生まで35人学級を拡大

�新�校舎の劣化状況を把握するためのコンクリートコア

�　�抜き調査を実地

◆結婚・妊娠・出産の希望をかなえる支援

�新�「とちぎ結婚支援センター」の県との共同運営

◆子育て環境の充実

�新�保育所等の受け入れ児童数増員への助成

�新�生活保護世帯児童の給食費、行事費等への助成

�新�市内の保育施設等を見学するバスツアーの開催

�新�専任の指導員による日常的な巡回指導等の実施

�新�子どもの家等に入所する生活困窮世帯児童の負担金の一部助成

◆子育て支援の充実

�新�産婦健康診査時に「産後うつ検査」を実施

◆からだとこころの健康づくりの推進

�新�がんの罹患率が高く、受診率が低い年齢層等への再勧奨を実施

�新�事業所における健康づくりを促進するための健康講座を実施

�新�第２次歯科口腔保健基本計画の策定

�新�ドナーが安心して骨髄を提供できる環境を整備するための助成制度を創設

◆地域における健康づくりの充実

�新�健康サポート薬局の普及のための研修会の実施

◆地域で安心して暮らせる環境の充実

�新�「看取り」や「摂食嚥下障害」に関する市民啓発の実施

�新�介護予防・日常生活支援総合事業の実施

�新�地域でのネットワーク構築やサービス創出などの支援

�新�生活支援サービス等の担い手養成研修の実施

◆スポーツ活動の推進

�新�北西部地域への体育施設整備基本構想の策定

新は新規事業

　芳賀町・宇都宮市においては、人口減少・少子超高齢社会への対応、

環境負荷の低減、地域の活性化、ひいては地方創生の観点から、誰もが

利用できる環境にやさしい公共交通ネットワークの構築を目指し、その

基軸となるＬＲＴ（次世代型路面電車）の整備に取り組んでいるところ

であるが、私たちは、この公共交通ネットワークは、町民・市民の円滑

で自由な移動を飛躍的に向上させ、多様で豊かなライフスタイルの創出

に資するものであると、切に待ち望んでいるところである。

　また、このＬＲＴを初め、路線バスやデマンドタクシーも含めた広範

囲な公共交通ネットワークの実現は、芳賀町・宇都宮市のみならず、県

央地域における広域的な公共交通の利便性向上に資するとともに、本県

の経済、産業、雇用を牽引し、年間約190億円の税収を生み出す都市拠

点としての機能の強化に寄与するものと確信しているところである。

　こうした中、芳賀町・宇都宮市においては、ＬＲＴの早期整備・実現

に向けた取り組みを進め、昨年９月には、国により、ＬＲＴの事業計画

である軌道運送高度化実施計画が認可されたところであり、国内初とな

る全線新設によるＬＲＴ整備という歴史的な事業が、これまでの綿密な

調査や事業検討、懇切丁寧な町民・市民との合意形成などの取り組みに

より結実し、具体的な整備に向けて新たな一歩を踏み出した。

　このようなことから、関係諸機関においては、ＬＲＴ整備について格

段の配慮をされるよう、強く要望する。

　以上、決議する。



　
―
本
市
に
お
い
て
も
、
か
つ
て

誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
人

口
減
少
社
会
に
突
入
す
る
。
Ｌ
Ｒ

Ｔ
を
軸
と
し
た
総
合
的
な
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
合
わ

せ
、
「
交
通
未
来
都
市
う
つ
の
み

や
」
の
実
現
に
向
け
た
市
長
の
決

意
を
。

佐
藤
市
長
　
本
市
が
目
指
す
「
交

通
未
来
都
市
う
つ
の
み
や
」
の
実

現
に
と
っ
て
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
必
要
不

可
欠
な
都
市
の
装
置
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を

含
め
た
公
共
交
通
を
利
用
し
て
生

活
す
る
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
市
民
の

理
解
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
着
実
に
事
業
を
推

進
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
平
成
29
年
度
当
初
予
算
案
②
第

６
次
宇
都
宮
市
総
合
計
画
③
当

面
の
重
要
な
施
策
（
雇
用
対
策
）

④
政
策
決
定
の
基
本
的
な
考
え

方
（
議
会
制
民
主
主
義
に
お
け

る
二
元
代
表
制
、
住
民
投
票
）

⑤
将
来
の
本
市
の
あ
り
方
（
指

定
都
市
、
行
政
区
制
度
）

◆
都
市
間
競
争
に
つ
い
て

◆
地
域
内
経
済
循
環
に
つ
い
て

◆
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備
事
業

に
つ
い
て

◆
市
街
地
開
発
組
合
に
つ
い
て

　
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た

英
語
教
育
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
な
英
語
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。
ま
た
、
小
中
学
校
へ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
等
の

導
入
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
の

推
進
や
指
導
体
制
の
強
化
の
取
り

組
み
は
。

水
越
教
育
長
　
本
市
独
自
の
小
中

一
貫
教
育
・
地
域
学
校
園
の
シ
ス

テ
ム
を
有
効
活
用
し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

直
抜
会
話
す
る
活
動
を
積
み
重
ね

る
と
と
も
に
、
質
の
高
い
授
業
を

行
う
た
め
の
教
員
の
指
導
力
向
上

を
図
る
こ
と
が
特
に
重
要
と
考
え

て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
の
効
果
的
な
活
用
の
検
討
・
実

践
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
増
員
、
中
学
校
英
語

教
員
を
指
導
者
と
し
た
校
内
研
修

の
推
進
な
ど
、
英
語
指
導
力
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
平
成
28
年
度
宇
都
宮
市
中
期

財
政
計
画
と
平
成
29
年
度
当
初

予
算
案
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
立
地
適
正

化
計
画
等
③
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
④
新

地
方
公
会
計
制
度
⑤
官
民
デ
ー

タ
活
用
の
推
進

◆
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て

◆
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

◆
消
防
行
政
に
つ
い
て

　
―
平
成
34
年
の
栃
木
国
体
開
催

に
関
連
し
、
若
松
原
通
り
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
雀
宮
駅
か
ら
総
合
ス
ポ

ー
ツ
ゾ
ー
ン
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
路
、

歩
道
の
未
整
備
区
間
の
整
備
を
。

ま
た
、
雀
宮
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー

付
近
に
送
迎
用
の
駐
停
車
場
を
。

田
辺
建
設
部
長
　
若
松
原
通
り
は

Ｊ
Ｒ
雀
宮
駅
周
辺
と
総
合
ス
ポ
ー

ツ
ゾ
ー
ン
を
結
ぶ
と
と
も
に
、
地

域
住
民
も
利
用
す
る
主
要
な
道
路
。

道
路
整
備
全
体
の
計
画
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。
雀
宮
駅
西
口
広
場

周
辺
で
は
一
時
的
な
渋
滞
が
発
生

し
て
い
る
。
周
辺
道
路
整
備
の
工

事
完
了
に
よ
っ
て
円
滑
化
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
企
業
誘
致
②
宇
都
宮
ブ
ラ
ン

ド
の
推
進
③
職
員
数
の
削
減
と

職
員
の
負
担
④
未
来
へ
の
投
資

◆
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

◆
福
祉
行
政
に
つ
い
て

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
②

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
へ
の
支
援

◆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
に
お
け
る
市
街
化
調
整
区
域

内
の
集
落
の
考
え
方
に
つ
い
て

◆
文
化
行
政
に
つ
い
て

①
宇
都
宮
城
の
復
元
②
地
域
に

あ
る
歴
史
・
文
化
資
源
の
保
全

◆
主
体
的
に
考
え
る
力
を
持
っ
た

人
材
の
育
成
に
つ
い
て

金
子
和
義
議
員

　
―
１
市
２
町
の
合
併
か
ら
10
年
。

本
市
の
北
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し

い
均
衡
の
と
れ
た
住
み
や
す
い
生

活
基
盤
が
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

の
改
編
な
ど
に
不
安
を
抱
く
地
域

の
方
も
多
い
。
合
併
し
て
良
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
今
後
の
施

策
に
つ
い
て
伺
う
。

佐
藤
市
長
　
生
活
に
身
近
な
業
務

を
旧
市
域
に
拡
充
し
た
こ
と
に
よ

り
、
市
民
の
利
便
性
向
上
が
図
ら

れ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。
地
域

の
皆
様
の
ご
意
見
を
丹
念
に
お
聞

き
し
な
が
ら
、
全
市
的
に
地
区
行

政
を
更
に
推
進
し
、
「
選
ば
れ
る

ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
宇
都

宮
」
を
目
指
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
基
本
的
な
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

・
農
業
行
政
に
つ
い
て

◆
公
共
交
通
を
含
め
た
ま
ち
づ
く

り
の
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て

◆
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

◆
バ
ス
路
線
再
編
と
地
域
内
交
通

に
つ
い
て

◆
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
新
年

度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
八
幡
山
公
園
に
つ
い
て

◆
仮
称
新
北
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

◆
小
中
学
校
の
食
育
に
つ
い
て

第
一
回
定
例
会
一
般
質
問
（
抜
粋
）
　
中
央
卸
売
市
場
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
本
市
独
自
の
計
画
を

　
―
中
央
卸
売
市
場
の
抜
本
的
な

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
本
市
独

自
の
計
画
の
策
定
が
必
須
。
市
場

の
中
央
か
ら
地
方
へ
の
是
非
に
つ

い
て
は
総
合
的
に
調
査
・
分
析
す

べ
き
で
あ
り
、
使
用
料
軽
減
な
ど

の
見
直
し
も
必
要
。

矢
古
宇
経
済
部
長
　
市
場
関
係
者

と
十
分
に
意
見
交
換
を
重
ね
、
総

合
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
い
く
。

中
央
卸
売
市
場
か
ら
地
方
卸
売
市

場
へ
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
市
場

活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
定
に
あ
わ

せ
て
当
市
場
の
方
向
性
を
検
討
し

て
い
く
。
使
用
料
等
に
つ
い
て
は
、

照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
軽

減
な
ど
、
多
方
面
か
ら
市
場
内
業

者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
基
本
的
な
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

①
現
今
の
政
治
的
潮
流
②
首
長

の
多
選
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

考
え
方

◆
市
長
の
執
行
体
制
に
つ
い
て

①
新
年
度
予
算
案
関
連
②
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
諸
課
題

◆
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

①
中
心
市
街
地
の
空
き
地
対
策

②
オ
リ
オ
ン
通
り
の
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
設
置
　
ほ
か

◆
姉
妹
・
文
化
友
好
都
市
に
関
す

る
諸
問
題
に
つ
い
て

◆
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

　市民の方から本紙をはじめとする当会の活

動等に関する数多くのご意見・ご要望等が寄

せられています。下記にその一部をご紹介し

ます。

・私の住む自治会でも高齢者世帯が目に見え

て増えています。車に乗らなくなった人も

たくさんいます。年をとっても生活できる

よう、公共交通の整備や拡充をお願いしま

す。年を取っても不自由なく元気にくらせ

る社会にしてほしい。　　　　60代・男性

・お年寄りの悲惨な交通事故が連日のように

報道されています。ＬＲＴの運行を前に、

車や歩行者などの安全教育も徹底してくだ

さい。　　　　　　　　　　　40代・男性

・私はペーパードライバーです。自転車で通

勤していますが、片道30分以上かかります。

通勤や通学に便利な宇都宮市にしてほしい。

　　　　　　　　　　　　　　30代・女性

・「待機児童」とか「いじめ」などの言葉を

聞くと、これから結婚、出産、子育てを控

える者としては、暗い気持ちにさせられて

しまう。市議会の議員の皆さんや市の職員

の方には、頑張って、結婚に夢と希望が持

てる宇都宮市にしていただきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　20代・女性

　今後とも、多くのご意見・ご要望をお寄せ

ください。



●平成28年度諮問第６号の答申の指摘事項を適切に実施して頂き

たく対策を求める陳情� ＝不採択

●「高額療養費」「後期高齢者の窓口負担」について現行制度の

継続を求める意見書提出に関する陳情� ＝不採択

●平成29年度予算「ＬＲＴ事業費」に関する陳情� ＝不採択

●ＬＲＴ事業に関する陳情� ＝不採択

●ＬＲＴ広報に関する陳情� ＝不採択

●ＬＲＴに関わる「整備予算の否決」と「白紙撤回」等の陳情

� ＝不採択

■委員会■　　　　　　　　　　　（◎は委員長、○は副委員長）

常任委員会�（その所管に関する市の事務に関する調査を行い、議案、陳情等を審査します。）

総　　務�（出納室、行政経営部、総合政策部及び理財部の所管に属する事項、他の常任委員会の所管に属さない事項）

◎金崎芙美子　金子和義　　櫻井啓一

　山　昌子

厚　　生�（市民まちづくり部、保健福祉部及び子ども部の所管に属する事項）

○角田充由　　中山勝二　　渡辺道仁

環境経済�（環境部、経済部及び農業委員会の所管に属する事項）

○内藤良弘　　鎌倉三郎　　五月女伸夫

建　　設�（検査室、建設部及び都市整備部の所管に属する事項）

◎黒子英明　　熊本和夫　　塚原毅繁

　馬上　剛

文教消防水道　（教育委員会、消防局及び上下水道局の所管に属する事項）

　小林紀夫　　増渕一基　　篠　圭一

議会運営委員会 （議会の運営に関する事項や議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項を調査します。）

◎馬上　剛　　小林紀夫　　金崎芙美子

　黒子英明　　内藤良弘

広報広聴委員会 （市議会広報紙や議会ホームページ、市民からの意見に関する事項について協議します。）

◎塚原毅繁　　櫻井啓一　　篠　圭一

　角田充由

　宇都宮市議会は２月23日から３月22日までの28日間の会期で平

成29年第１回定例会を開き、平成28年度一般会計補正予算案、平

成29年度一般会計予算案など、市執行部から提出された57議案、

案、議員提出議案３件を原案通り可決しました。

【市執行部提出議案】

●平成28年度宇都宮市一般会計補正予算など、平成28年度宇都宮

市補正予算案15件

●平成29年度宇都宮市一般会計予算案など、平成29年度宇都宮市

予算案17件

●宇都宮市個人情報保護条例及び行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴う関係条

例の整備に関する条例の一部改正など、条例の一部改正14件

●宇都宮市地方活力向上地域における市税の不均一課税に関する

条例の制定など、条例の制定３件

●宇都宮都市計画事業宇都宮城東土地区画整理事業施行条例の廃

止など、条例の廃止２件

●包括外部監査契約の締結など、その他議決案件４件

●宇都宮市副市長の選任について

●宇都宮市固定資産評価員の選任について

【議員提出議案】

●人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申について

●精神障がい者に対する公共交通運賃割引制度の適用を求める意見書

●芳賀・宇都宮ＬＲＴ整備の推進に関する決議

� ＝以上原案通り可決

●「太陽光発電施設の適正導入ガイドライン」制定を求める陳情

� ＝不採択

●精神障害者に対する公共交通運賃割引制度の適用を求める意見

書の提出に関する陳情� ＝採　択

●宇都宮市が計画する（仮称）大谷スマートＩＣ設置の事業中止

に関する陳情� ＝不採択


